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●主な内容
　・農業委員会委員一般選挙

　・市民農園利用者募集　など

★日本の凧
たこ

の会によるデモンストレーション（たこあげ大会にて）　関連記事：12ページ
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つくばみらい市農業委員会委員一般選挙
投 票 日：３月４日㈰【告示日：２月25日㈰】
投票時間：午前７時～午後８時

■
投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
し
、
平
成
18
年
３
月
31
日

確
定
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

○
20
歳（
平
成
18
年
3
月
31
日
現
在
）

　

以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

　

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
と
、
そ
の

　

同
居
の
親
族
な
ど
（
耕
作
従
事
日

　

数
が
年
間
60
日
以
上
と
農
業
委
員

　

会
が
認
め
た
方
）

○
公
職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当

　

し
な
い
方

■
投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
み
な
さ
ん

の
お
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。（
※
立
候
補

者
の
数
が
定
数
を
超
え
な
い
と
き
は

投
票
を
行
わ
な
い
た
め
、
入
場
券
は

郵
送
し
ま
せ
ん
。）

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
を
持
参

し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
っ
て
投

票
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日
前

投
票
制
度
と
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

　

投
票
日
に
、
仕
事
・
旅
行
な
ど
の

予
定
が
あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
26
日
㈪
〜
３
月
３
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

▼
場
所

・
伊
奈
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
谷
和
原
庁
舎
１
階
相
談
室

※
投
票
す
る
際
は
、
投
票
所
入
場
券

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

　

市
外
に
滞
在
・
旅
行
中
の
方
は
、

滞
在
・
旅
行
先
の
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
は
滞
在
先
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
病
院
・
施
設
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈投票所所在地一覧〉
投票区名 投票所の名称 該　当　地　区
小　張 小張小学校 小張全地区
豊 豊小学校 豊全地区
谷井田
第　１

谷井田小学校 谷井田地区
（上谷井田、下谷井田、外記新田、山谷）

谷井田
第　２

茨城南部農業共済組合 谷井田地区
（上平柳、中平柳、下平柳）

三　島 三島小学校 三島全地区
東 東小学校 東全地区

板橋第１ 板橋小学校
板橋地区

門前、内町、古宿、西山、高岡、
狸穴、五反田、関場、伊奈東

板橋第２ わかくさ幼稚園 板橋地区
（野堀、大和田、神生、鎌田、塙、久保）

小　絹 小絹コミュニティセンター 小絹全地区
谷　原 谷和原保健福祉センター 谷原全地区
十　和 谷和原公民館十和分館 十和全地区
福　岡 谷和原公民館福岡分館 福岡全地区

◆問い合わせ先
　市選挙管理委員会（伊奈庁舎総務課内）
　☎ 58 - 2111 (内線1215)

■
選
挙
会（
開
票
）

▼
日
時
＝
3
月
4
日
㈰　

午
後
9
時
〜

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

　安全・安心が求められるこの時代、自分で安全・安心
をつくってみませんか。
　みらい平駅そば、肥よくな大地が待ってます。

◇募集条件◇
　野菜や花などの栽培に意欲があり、つくばみらい市
に現在住所があるか、平成19年４月30日までに確実
につくばみらい市に住所を移す見込みのある方。

◇募集区画◇
　28区画（申請書の受付順）

◇利用期間◇
　承認日から翌年３月末日まで

◇料　　金◇
　１区画（おおむね30㎡）5,000円
　※申し込みは原則１世帯１区画
　　までとします。

◇受付日時◇
　３月12日㈪から（定員数になり次第終了）
　午前９時から午後４時まで
　※ただし、土・日・祝日は除く。

◇申請方法◇
　谷和原庁舎農政課へ申請書を提出してください。
　（郵送は受け付けません。）
※申請書は市ホームページからダウンロードするか、
　農政課にあります。

とりせん

ショッピング
センター

つくば
未来館

Ｔ
Ｘ

至 つくば
至 

つ
く
ば

至 

小
張

至 

谷
和
原
庁
舎

至 

守
谷

至 

小
張
小

県
道
谷
田
部
小
張
線

県道つ
くば
野田
線

みらい平駅みらい平駅

現地

つくばみらい市小張市民農園
利用者募集

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎農政課
　☎ 58 - 2111内線8153

　一般に『市民農園』とは、都市住民や農地を持たない方々が、小
面積の農地を利用して野菜や草花などを栽培するための農園のこと
をいいます。最近では自然志向を背景に、食べ物の安全性や環境問
題が議論されるなかで、身近で本格的な農業を体験できる場として
市民農園を利用する方が増えています。自分の手で育てたいけれど、
場所がないという方におすすめです。
　休日に家族や仲間でゆっくり農作業を楽しむことができ、農作業
を通じて地域の人との交流も深まります。そして、なんといっても
自分の畑で収穫された農産物のおいしさは格別です。
　自分の手で作った野菜で、食卓を彩ってみませんか。 ▲写真は、県主催の野菜作り体験イベントinみらい平

（　　　　　　　　　　　　） つくばみらい市となって最初の
農業委員選挙です。
　必ず投票しましょう。

　※２月25日の立候補者届出において、　
　　立候補者の数が定数（14人）を超えな
　　いときは、投票は行いません。
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変更後の収集回数
市内全域 変更状況
週２回 従来どおり
週１回 従来どおり
月１回 従来どおり
月２回 統一回収

３色分別同日収集
月２回

統一回収
統一回収

月２回 統一回収
平成19年度は従来どおりですが、平
成20年度以降の市内全域拠点回収の
移行に向け、谷和原地区内は集積所
の他公共施設などに平成19年４月か
ら廃乾電池ボックスを設置します。

ごみの分類
現在の収集回数

谷和原地区 伊奈地区
可　燃　ご　み 週２回 週２回
不　燃　ご　み 週１回 週１回
粗　大　ご　み 月１回 月１回

資

源

物

空　き　缶 月４回 月１回

空き
ビン

無　　　色 月２回 月１回
茶色・その他 月２回 月１回
古紙・古布 月４回 月１回

有　害　ご　み 月１回 拠点回収

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
家
庭

ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
の
協
議
事
項
で
合
併
後
速

や
か
に
調
整
し
、
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
平
成
18
年
度
は
暫
定
的

に
従
来
の
旧
町
村
の
実
施
形
態
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
資

源
物
（
ビ
ン
・
缶
・
古
紙
・
古
布
）
の
収
集
回
数
に
差
異
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
資
源
ご
み
排
出
周
期
や
近
隣
市
の
収
集

状
況
を
参
考
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
、資
源
ご
み
収
集
回
数
の
市
内
全
域
の
統
一
を
行
い
、

上
表
の
と
お
り
資
源
ご
み
収
集
の
日
程
を
変
更
し
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
地
区
に
よ
り
収
集
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
３
月
中

　

旬
ご
ろ
に
配
布
す
る
「
ご
み
資
源
物
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

と
「
収
集
日
程
変
更
の
チ
ラ
シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

平成19年４月１日から
空きビン３色分別同日収集を開始します
　○開始時期：平成19年４月１日から
　○収集内容：空きビン３色（無色・茶色・その他の色）すべてを同日に収集
　○収集日程：地区ごとに違いますので、３月中旬に配布される「ごみ・資源物収
　　　　　　　集カレンダー」を参照してください。

　当市の従来の空きビン収集方法は、①無色のビン収集日、②茶色・その他の色ビ
ン収集日の２回に分けて収集していましたが、常総広域圏内の他市が実施している
３色分別同日収集に比べると、適正な排出がされず、本来出すべき種類のビンに他
のビンが混入している割合（24.6％）が、他市に比べて著しく高い状況です。
　常総環境センターの作業の効率化と出し方の簡素化による住民の利便性の向上を
計り、適正な排出を促進するため、空きビン３色分別同日収集（月２回）に変更し
ます。それに伴う１回あたりのビン回収量が多くなるため、谷和原地区においては、
それぞれの資源化物の収集を、月２回に変更することとなります。伊奈地区におい
ては従来月１回だった資源化物の回収が、月２回になります。今後第３次ごみ処理
施設更新事業に伴う分別に対応すべく、市民の皆様のごみ減量化へのご協力をお願
いします。

近隣市の資源物（空き缶・空きビン・
古紙・古布）収集状況
　　種類

市名
空き缶

空きビン
古紙
古布無色 茶・

その他

常総市 月２回 月２回 月２回 月２回

取手市 月２回 月２回 月２回 月２回

守谷市 月２回 月２回 月２回 月２回

つくば市 月２回 月２回 月２回 月２回

土浦市 月２回 月２回 月２回 月２回

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

資
源
物
（
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
・
古
紙
・
古
布
）

収
集
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す

分
け
方
・
出
し
方

　

今
ま
で
ど
お
り
の
分
け
方
で
す
。

　

●
無
色
の
ビ
ン　
　
　
　

⬇　

水
色
コ
ン
テ
ナ

　

●
茶
色
の
ビ
ン　
　
　
　

⬇　

茶
色
コ
ン
テ
ナ

　

●
そ
の
他
の
色
の
ビ
ン　

⬇　

緑
色
コ
ン
テ
ナ

※
各
コ
ン
テ
ナ
に
は
、
何
色
の
ビ
ン
を
入
れ
る
か
表
示
さ
れ
て
い
ま

　

す
の
で
、
確
認
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平 成 19 年 度

県民交通災害共済のご案内
　

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
込
書
を
２
月
末
ま
で
に
各
ご
家
庭
に
郵

送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
実
施
す
る
、

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
場
合
の
共
済
制
度
で
す
。

（
伊
奈
地
区
で
は
、
昨
年
ま
で
は
行
政
協
力
員
を
通
し
て
配
布
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
手
続
き
の
見
直
し
を
行
い
、
個
別
郵
送
に
な
り
ま
し
た
。）

見　舞　金　一　覧

等級 災　害　区　分 見舞金額

１ 死　亡 100万円

２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円

３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円

４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円

５ 治療実日数 91日以上の傷害 15万円

６ 治療実日数 61日以上の傷害 10万円

７ 治療実日数 41日以上の傷害 8万円

８ 治療実日数 21日以上の傷害 6万円

９ 治療実日数　8日以上の傷害 3万円

10 治療実日数　3日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者１級・２級該当 50万円

❖
共
済
期
間
❖

　

4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日
ま
で

❖
加
入
で
き
る
方
❖

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
民
登
録
ま

　

た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方

❖
会　

費
❖

・
大
人　

９
０
０
円

・
中
学
生
以
下
（
４
月
１
日
現
在
）

　

５
０
０
円

※
平
成
17
年
度
ま
で
伊
奈
地
区
で
実

　

施
さ
れ
て
い
た
、
中
学
生
以
下
の

　

半
額
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

各
家
庭
に
お
い
て
加
入
さ
れ
ま
す

　

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

❖
見
舞
金
の
請
求
期
間
❖

　

平
成
18
年
度
か
ら
見
舞
金
の
請
求

　

期
間
が
、
そ
れ
ま
で
事
故
の
翌
日

　

か
ら
1
年
以
内
で
し
た
が
、
2
年

　

以
内
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

❖
申
込
方
法
❖

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
り
、
加
入
を

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
（
3

　

連
式
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

会
費
を
添
え
て
…

①
行
政
協
力
員
ま
た
は
班
長
を
通
じ

　

て
申
し
込
む
場
合

⬇
３
月
12
日
㈪
ま
で
に
届
け
て
く
だ

　

さ
い
。

　

そ
の
際
、
領
収
書
兼
会
員
証
に
行

　

政
協
力
員
ま
た
は
班
長
の
印
を
押

　

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
自
治
会
な
ど
に
未
加
入
の
方
や
、

　

市
役
所
へ
直
接
申
し
込
む
場
合

　

3
月
末
日
ま
で
に
、

　

伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課
、
谷
和
原

　

庁
舎
市
民
窓
口
課
ま
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
忘
れ

　

て
し
ま
っ
て
も
、
い
つ
で
も
加
入

　

で
き
ま
す
が
、
共
済
期
間
は
申
し

　

込
み
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課　☎ 58 - 2111内線1122

　※申込書の郵送を希望されない方は、
　　２月23日㈮までにご連絡ください。

－危険！事故を招く交通ルール無視－
■一時不停止
　「止まれ」の標識のあるところでは、必ず止まりましょう。
また、「止まれ」がなくても、見通しの悪いところは必ず一時
停止を。飛び出すのは危険です。

■安全不確認
　見通しの悪い交差点などでは、確実に安全を確かめましょ
う。

■信号無視
　信号は厳守しましょう。信号無視は大事故につながります。

変
更
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《
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方
》

1
　

75
歳
以
上
の
方

2
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま 

　

れ
た
方

3
　

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る 

　

方
※
一
定
の
障
害
と
は
、

①
障
害
基
礎
年
金
証
書
を
お
持
ち
の

　

方
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
全

　

部
、
４
級
の
一
部
の
方

③
精
神
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
２

　

級
の
方

④
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ⓐ
の
方

☆
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

《
老
人
医
療
費
の
動
向
》

　

老
人
医
療
費
は
、
急
速
に
進
行
す

る
人
口
の
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変

化
な
ど
に
よ
り
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
現
在
で
は
国
民
医
療
費
全
体
の

約
４
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
平
成
18
年
度

老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
月

６
万
８
５
８
円
、
そ
の
う
ち
患
者
負

担
分
は
５
千
0
１
４
円
で
、
残
り
の

５
万
５
千
８
４
４
円
は
国
民
み
ん
な

で
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

老
人
医
療
制
度
は
、
高
齢
の
方
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

国
民
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
費
用

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

《
茨
城
県
の
状
況
》

　

茨
城
県
内
で
も
老
人
医
療
費
は
市

町
村
に
よ
っ
て
か
な
り
の
格
差
が
あ

り
ま
す
。
平
成
17
年
度
一
人
当
た
り

の
月
平
均
老
人
医
療
費
を
み
て
み
る

と
、
県
平
均
は
５
万
９
千
６
９
９
円

で
、
茨
城
県
で
最
も
高
い
市
町
村
と

最
も
低
い
市
町
村
を
比
べ
て
み
る

と
、
約
１
万
９
千
円
も
の
差
が
あ
り

ま
す
。
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
44
市

町
村
中
14
位
と
比
較
的
高
く
、
特
に

入
院
医
療
費
は
４
位
と
非
常
に
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け

る
と
、
国
民
み
ん
な
の
負
担
も
大
き

く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆

に
、健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、

医
療
費
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
国
民
み
ん
な
の
負
担
が
軽

く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
の

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111内線1187

①
食
事
は
１
日
３
回
、
規
則
正
し
く

②
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

③
野
菜
、
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を
よ
く
と
る

④
お
茶
を
よ
く
飲
む

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑥
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
る

⑦
自
立
心
が
強
い

⑧
気
分
転
換
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

⑨
新
聞
を
よ
く
読
む

⑩
テ
レ
ビ
を
よ
く
見
る

⑪
外
出
を
す
る
こ
と
が
多
い

⑫
就
寝
・
起
床
時
間
が
規
則
的

健康高齢者12カ条

人
生
も
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
は
つ
ら

つ
と
し
た
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

《
生
涯
を
自
立
し
て
過
ご
す
た
め
に
》

　

寝
た
き
り
な
ど
、
介
護
が
必
要
に

な
る
原
因
と
し
て
は
、
脳
卒
中
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
ほ
か
に
、
高
齢
に

よ
る
衰
弱
や
転
倒
・
骨
折
、
認
知
症

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
活

発
な
生
活
か
ら
招
か
れ
る
全
身
の
心

身
機
能
低
下
（
生
活
不
活
発
病
）
に

起
因
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
築
い
て

「
生
活
習
慣
病
」
と
「
生
活
不
活
発

病
」
を
予
防
す
る
こ
と
で
介
護
予
防

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

医 科
入 院

医 科
入院外 調 剤 その他 合 計

Ａ 30,972 18,105 8,332 4,878 62,287
Ｂ 28,009 16,666 10,588 4,352 59,615
Ｃ 29,328 17,906 9,543 4,081 60,858

0

20000

40000

60000

80000

Ａ　平成17年度（伊奈町）

Ｃ　平成18年度（つくばみらい市）

※平成18年度は、平成18年11月診療分までの平均

　老人一人当たりの医療費（月平均） 単位：円

高齢者の医療費動向
～みんなで支える老人保健制度～

Ｂ　平成17年度（谷和原村）

　老人保健制度は、国民の老後における健
康の保持と適切な医療の確保を図るため、
疾病の予防、治療、機能訓練などの総合的
な保健事業を実施し、国民保健の向上お
よび老人福祉の増進を図ることを目的とし
て、昭和58年２月に創設されました。

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害（
重
度
・
中
度
）の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
、

家
庭
に
お
い
て
監
護
（
保
護
者
と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当
は
、
申
請
を
し

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
申
請
窓
口
は
伊
奈

庁
舎
1
階
児
童
福
祉
課
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
平
成

　

18
年
4
月
〜
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
、
障
害
の
程
度
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す
。

◉対象児童一人につき

特別児童扶養手当
１級（重度障害）

月額50,750円

特別児童扶養手当
２級（中度障害）

月額33,800円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
日

　

手
当
は
認
定
請
求
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年

3
回
、
4
月
・
8
月
・
11
月
に
支
払

わ
れ
ま
す
。（
支
払
日
が
、
土
・
日
・

国
民
の
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
と
な
り
ま

す
。）

◉
支
払
日

・
4
月
11
日 

⬇ 

12
月
分
〜
3
月
分

・
8
月
11
日 

⬇ 

4
月
分
〜
7
月
分

・
11
月
11
日 

⬇ 

8
月
分
〜
11
月
分

◉所得制限限度額表

扶養人数
＜請求者本人＞ ＜扶養義務者＞
所得制限額 所得制限額

０人  4,596,000円 未満  6,287,000円 未満
１人  4,976,000円 未満  6,536,000円 未満
２人  5,356,000円 未満  6,749,000円 未満
３人  5,736,000円 未満  6,962,000円 未満
４人  6,116,000円 未満  7,175,000円 未満
５人以上 以下 380,000円 ずつ加算 以下 213,000円 ずつ加算

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します。）

　所得 ＝ 年間収入金額 － 必要経費（給与所得控除額等）－ 諸控除
 　　　　 － ８万円（社会保険料相当額として一律８万円とします）

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎児童福祉課
　☎ 58 - 2111内線1162

●所得制限について
　特別児童扶養手当には所得制限が設けられており、請求者本人や配偶者、

同居している親族の方の前年所得金額が、次の所得制限限度額以上である

場合には、その年の８月から翌年の７月までの手当が支給停止となります。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が

　

お
お
む
ね
1
・
2
級
（
内
部

　

的
疾
患
含
む
）
程
度
に
該
当

　

す
る
も
の
。

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ

　

程
度
の
知
的
障
害
で
あ
る
場

　

合
。
ま
た
は
同
程
度
の
精
神

　

障
害
で
あ
る
場
合
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が

　

お
お
む
ね
3
級
（
内
部
的
疾

　

患
含
む
）
程
度
に
該
当
す
る

　

も
の
。

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度

　

の
知
的
障
害
で
あ
る
場
合
。

　

ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害

　

が
あ
る
場
合
。

特別児童扶養手当
をご存知ですか？

☜ 手
当
の
対
象
と
な
る
障
害

の
程
度
は
お
お
む
ね
次
の

と
お
り
で
す
。

障害をお持ちの
お子さんのために
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⒍ 

奨
学
金
の
返
還

⒌ 

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

⒋ 

申
請
手
続
き

⒊ 
募
集
期
間

⒉ 募集人員、貸与月額および貸与期間

⒈ 

申
請
資
格

つくばみらい市　　　　　 　　募集！

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　☎ 58 - 2111 (内線8204)

　※県教育庁高校教育課
　　（☎ 029 - 301 - 5245）にも
　　同様の制度があります。

※
A
の
⑸
、
B
の
⑷
に
つ
い
て

〈
例
〉　

日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧

　

日
本
育
英
会
）、
茨
城
県
奨
学
生
、

　

母
子
福
祉
資
金
、寡
婦
福
祉
資
金
、

　

生
活
福
祉
資
金
（
茨
城
県
社
会
福

　

祉
協
議
会
）、
交
通
遺
児
育
英
会
、

　

あ
し
な
が
育
英
会
、
各
大
学
独
自

　

の
奨
学
金　

な
ど
。
併
願
も
で
き

　

ま
せ
ん
。

⑴
奨
学
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１

　

号
）

⑵
奨
学
金
貸
与
申
請
者
推
薦
調
書

　
（
様
式
第
２
号
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　

高
校
か
ら
の
も
の
（
A
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　

中
学
校
長
の
も
の
（
B
）

⑶
在
学
証
明
書
（
募
集
期
間
内
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷
住
民
票
（
申
請
者
家
族
全
員
に
つ

　

い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑸
所
得
証
明
書

※
平
成
18
年
源
泉
徴
収
票
ほ
か
平
成

　

18
年
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を
募

　

集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
（
写
し
可
）

⑵
返
還
猶
予

ア　

さ
ら
に
上
級
の
学
校
へ
入
学
し

　

た
と
き

イ　

病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ

　

り
、
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
で
あ

　

る
と
き

⑶
返
還
免
除

　

貸
与
を
受
け
た
方
が
死
亡
し
た
と

　

き
は
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一

　

部
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

⑷
そ
の
他

　

奨
学
生
が
放
校
処
分
に
付
さ
れ
た

　

と
き
は
、
た
だ
ち
に
奨
学
金
の
全

　

額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

区　分

A B
専 修 学 校
短 期 大 学
大 学

高 等 学 校
高等専門学校

募集人員 ５人 若干名
貸与月額 30,000円 20,000円

貸与期間
平成19年から在学する学校の

正規の修業期間

奨 学 生
高等学校奨学生

平成19年度

　市では、つくばみらい市奨学金貸付条例に基づき、経済的理由により修学が困難な方を対象に、
平成19年度奨学生を次のとおり募集します。

⒉ 募集人員、貸与月額および貸与期間

⒈ 

申
請
資
格

A⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
専
修
学

　

校
（
専
門
課
程
）・
短
期
大
学
・

　

大
学
に
在
学
す
る
方

⑶
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
学
業
優
秀

　

か
つ
品
行
方
正
で
あ
る
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方

⑸
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
）

B⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る

　

方
⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
）

　

４
月
27
日
㈮
ま
で

⒋ 

申
請
手
続
き

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
様
式
は
、
学
校
教
育
課

ま
た
は
市
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 ⒊ 

募
集
期
間

⒌ 

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

　

７
月
初
旬
に
、
教
育
委
員
会
に
お

け
る
選
考
結
果
を
ご
本
人
あ
て
通
知

し
ま
す
。

⒍ 

奨
学
金
の
返
還

⑴
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、

A
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
10
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

B
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
起
算
し
て
6
月
を
経
過
し
た

　

後
、
15
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類
○

A
つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
生

B
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
等
学
校

　

奨
学
生

※
A
、
B
い
ず
れ
の
記
載
の
な

　

い
も
の
は
、
共
通
の
事
項
で

　

す
。

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
だ
よ
り

 関 鉄バスからのお知らせ
①高速バスのルート変更
　常磐道高速バス（東京駅行き）の「猿島・岩井ルート」と「水海道・守谷ルート」が一本になり、運行経路・
時刻が変更になりました。
　また、それに伴って「小絹中学校」の高速バス停留所は廃止になりましたので、ご注意ください。

　★時刻表など詳しいことについては、関東鉄道㈱ホームページ（http://www.kantetsu.co.jp/）をご覧ください。
　

②路線バスに新路線誕生！
　　平成18年12月18日から、新規路線を運行しています。

　❶小絹駅～久保ヶ丘～守谷駅西口
　　　市内のバス停留所：小絹駅、絹の台、せせらぎの小路

　❷猿島・岩井バスターミナル～久保ヶ丘～守谷駅西口
　　　市内のバス停留所：小絹中学校、せせらぎの小路

◆問い合わせ先
　関東鉄道㈱水海道営業所
　☎ 22 - 0452

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇

　
「
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負

　
　

〜
最
後
の
戦
い
〜
」

　

☆
出
演　

村む
ら

上か
み

弘ひ
ろ

明あ
き
、
牧ま
き

瀬せ

里り

穂ほ

、 

　
　
　
　
　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
１
月
28
日
〜
30
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
延
べ
56

　

人

　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
の
み
な
さ
ん

は
、
武
士
や
浪
人
、
町
民
な
ど
の
役

で
撮
影
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

砂
ぼ
こ
り
を
人
工
的
に
巻
き
上
げ

な
が
ら
行
っ
た
撮
影
で
は
、
砂
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
迫
真
の
演
技

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　市民の皆様から、「ロケの情
報を事前に知らせてほしい」
という声をよく聞きます。し
かし、制作会社の意向もあり
事前には公表できず、撮影終
了後・制作発表後の掲載となっ
てしまいます。ご理解をよろ
しくお願いします。

○
放
送
日（
４
月
５
日
㈭
放
送
開
始
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
８
時
〜

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

　　

今
回
の
撮
影
で
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ

に
初
参
加
の
方
が
多
く
い
ま
し
た
の

で
、
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
役
者
さ
ん
の
緊
張
感
が
伝
わ
り
、

　

自
分
も
役
者
に
な
っ
た
よ
う
な
気

　

が
し
た
。」

「
お
昼
が
役
者
さ
ん
と
同
じ
物
だ
し
、

　

温
か
か
っ
た
の
で
感
動
し
た
。」

「
役
者
さ
ん
が
気
さ
く
に
話
し
か
け

　

て
く
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。」

▶
撮
影
の
様
子

「
い
つ
も
何
気
な
く
見
て
い
る
テ
レ

　

ビ
だ
が
、
裏
方
の
動
き
な
ど
が
わ

　

か
り
、
テ
レ
ビ
に
対
す
る
見
方
が

　

変
わ
っ
た
。」

●
撮
影
の
合
間
の
ひ
と
コ
マ

「ロケ飯」うま～い

★
番
組
情
報

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
　
　
　
　
　
「
風
林
火
山
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
、
毎
週
日

　

曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
放
送
中

※
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
の
み
な
さ
ん
が

　

多
数
出
演
し
て
い
ま
す
。
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板
橋
小
２
年　

河か
わ

辺べ　

和か
ず

輝き

　

今
日
は
お
も
し
ろ
い
じ
っ
け
ん
が

で
き
ま
し
た
。
一
ば
ん
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
は
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な

い
で
せ
い
電
気
が
手
く
び
に
び
く
り

と
く
る
や
つ
で
す
。
あ
と
、
ク
ラ
ゲ

み
た
い
に
テ
ー
プ
が
空
中
に
う
か
び

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

谷
原
小
３
年　

古ふ
る

谷や　

脩
し
ゅ
う

　

今
日
、
じ
っ
け
ん
し
て
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
、
紙
コ
ッ
プ
に
息
を
ふ

き
か
け
て
、
紙
コ
ッ
プ
が
上
に
と
ぶ

じ
っ
け
ん
で
す
。
さ
い
し
ょ
は
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
度
か

や
っ
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
お
も
し
ろ
理
科
先
生
に

さ
ん
か
し
た
い
で
す
。

小
絹
小
３
年　

坂さ
か

場ば　

真し
ん

介す
け

　

い
ろ
い
ろ
じ
っ
け
ん
で
き
て
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ク
ラ
ゲ
の
じ
っ
け

ん
や
ア
ク
リ
ル
せ
い
の
ぬ
の
で
、
ふ

生
涯
学
習
講
座

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
理
科
先
生
の
実
験

― 

静
電
気
の
科
学　

触
っ
て
・
遊
ん
で 

―

　

12
月
２
日
、
伊
奈
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
の
実
験
」
に

は
、
55
人
の
子
ど
も
た
ち
と
低
学
年
の
子
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
次
か

ら
次
へ
と
行
わ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
実
験
に
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
を
引
き
つ
け
た
の
は
、
静
電
気
発
生
装
置
を
使

用
し
て
の
実
験
で
す
。
友
だ
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、
電
気
が
体
を
通
過
し
て
い
っ

た
際
に
は
、
そ
の
衝
撃
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
科
学
の
面
白
さ
を
体
験
し
た
一

日
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス

　

12
月
９
日
に
伊
奈
公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
は
、
45

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
じ
絵
柄
を
数
枚
切
り
抜
き
、
特
殊
な

ボ
ン
ド
で
重
ね
る
よ
う
に
貼
り
付
け
て
い
く
作
業
に
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
更
に
立
体
的
に
見
せ
る
た
め
に
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て

丸
み
を
つ
け
る
な
ど
、
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
す
て
き
な
「
ミ
ス･

バ
ニ
ー
」
や
「
ス
テ
ィ
ッ
チ
」
の
壁
掛
け
を
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。

十
和
小
１
年　

入い
り

江え　

彩あ
や

奈な

　

小
さ
い
の
を
き
っ
た
り
、
は
っ
た

り
す
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
で
き
あ
が
っ
た
の
を
見
て
、
か

わ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
い
え
に
か

え
っ
た
ら
か
ざ
り
た
い
で
す
。
お
う

ち
の
人
や
と
も
だ
ち
と
や
っ
て
た
の

し
か
っ
た
で
す
。

谷
井
田
小
２
年　

石い
し

島じ
ま　

日ひ

奈な

子こ

　

ミ
ス
・
バ
ニ
ー
は
こ
ま
か
く
て
切

る
の
も
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
作
り
た
い

で
す
。

し
ぎ
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
は
ね
か
え
さ

せ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

小
張
小
４
年　

中な
か

嶋し
ま　

彩さ

捺な

　

今
日
科
学
の
実
験
を
や
り
ま
し

た
。
最
初
、
私
は
理
科
が
苦
手
な
の

で
き
ら
い
で
し
た
。
で
も
、
今
日
科

学
の
実
験
を
や
っ
て
、
初
め
て
、
理

科
が
す
ご
く
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

三
島
小
４
年　

織お
り

屋や　

宥ゆ
う

祐す
け

　

紙
か
ら
こ
ん
な
に
す
ご
い
も
の
が

で
き
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
手
は

す
ご
く
疲
れ
た
け
ど
、
作
り
終
わ
っ

た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

板
橋
小
５
年　

宮み
や　

庸よ
う

子こ

　

初
め
て
の
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス

で
、
小
さ
い
パ
ー
ツ
も
あ
り
、
大
変

で
し
た
。
ボ
ン
ド
が
は
み
出
し
て
し

ま
っ
た
り
、
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
先
生
が
教
え
て
く
れ
た

り
、
直
し
て
く
れ
た
の
で
良
い
作
品

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
、
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
で
す
。

谷
原
小
５
年　

文ふ
み

倉く
ら　

慎ま
こ

人と

　

少
し
難
し
か
っ
た
け
ど
、
繰
り
返

し
や
っ
て
い
る
う
ち
に
上
手
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
や
っ
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。

茨
城
新
聞
社
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
植
物
園
見
学

　

12
月
26
日
、「
茨
城
新
聞
社
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
植
物
園
見
学
」
に
は
、
29
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
聞
が
で
き
あ

が
る
ま
で
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
印
刷
機
や
巨
大
な
紙
を
目
に
し
、
そ

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
館
で
昔
の
印
刷
の
仕
方
の
説
明
を

受
け
る
と
、
あ
ま
り
の
大
変
さ
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
植
物
園
に

移
動
し
、
木
の
実
や
枝
を
用
い
て
の
工
作
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
を
忘
れ
て

思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

小
絹
小
４
年　

高た
か

橋は
し　

里り

沙さ

　

最
初
に
行
っ
た
茨
城
新
聞
社
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
で
一
番
び
っ
く
り
し
た

こ
と
は
、
昔
の
新
聞
は
、
一
文
字
一

文
字
は
ん
こ
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
小
さ
な
文
字
で
毎
日

新
聞
を
作
る
の
は
、
と
て
も
目
の
良

い
人
が
や
っ
て
い
た
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
植
物
園
で
は
木
や
ど
ん
ぐ

り
で
工
作
を
し
ま
し
た
。
モ
グ
ラ
や

リ
ス
が
食
べ
る
実
な
の
で
、
そ
末
に

し
な
い
で
き
れ
い
な
作
品
が
で
き
る

板
橋
小
４
年　

枝え
だ

川か
わ　

瑞み
ず

希き

　

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
倉
庫
に

大
き
な
紙
が
百
六
十
個
ぐ
ら
い
入
っ

て
い
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ラ
ー
の
新
聞
を
作
る
の
に
四
枚
の

刷
板
が
必
要
な
ん
て
大
変
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

植
物
園
で
は
、
き
の
こ
の
展
示
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
す
ご
か
っ
た
で

す
。
広
か
っ
た
の
で
全
部
見
る
の
が

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。

福
岡
小
４
年　

岩い
わ

本も
と　

紘こ
う

大だ
い

　

最
初
は
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
、
新
聞
の
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
植
物
園
に
行
っ
て
工
作
を
し

ま
し
た
。
い
い
作
品
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
き
の
こ
博
物
館
で
も

き
の
こ
の
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
。
今
日
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
き
れ
い

に
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
と
て
も

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

板
橋
小
５
年　

酒さ
か

井い　

智と
も

春は
る

　

新
聞
社
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
ぼ
く
が

一
番
す
ご
い
と
思
っ
た
の
は
、
新
聞

を
作
る
機
械
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
植
物
園
で
は
が
ん
ば
っ
て

良
い
作
品
が
作
れ
ま
し
た
。
友
だ
ち

も
何
人
か
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。野

鳥（
白
鳥
）の
観
察

　

１
月
20
日 

に
福
岡
堰
で
行
わ
れ
た
「
野
鳥（
白
鳥
）の
観
察
」
に
は
、
25
組

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
双
眼
鏡
を
片
手
に
、
木
々
や
川
辺
に
い
る
野
鳥
を

熱
心
に
観
察
し
ま
し
た
。
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
30
倍
の
望
遠
鏡
か
ら

覗
く
野
鳥
は
、
肉
眼
か
ら
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
美
し
さ
で
、
子

ど
も
た
ち
も
く
ぎ
付
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
優
雅
に
泳
ぐ
白
鳥
を
見
る
と
、

寒
さ
も
忘
れ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

板
橋
小
１
年　

宋そ
ん　

将ま
さ

浩ひ
ろ

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
見
れ
て
よ
か
っ

た
よ
。
さ
む
か
っ
た
け
ど
、
見
れ
て

よ
か
っ
た
よ
。

小
絹
小
２
年　

山や
ま

田だ　

詩し
ゅ
う祐

　

し
ら
な
い
と
り
を
い
っ
ぱ
い
し
り

ま
し
た
。
と
り
の
こ
と
を
す
こ
し
ず

つ
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
り

を
見
る
よ
り
、
自
分
が
と
り
に
な
っ

た
ほ
う
が
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

谷
井
田
小
４
年　

三み

好よ
し　

梓
あ
ず
さ

　

い
っ
ぱ
い
鳥
が
い
て
良
か
っ
た
で

す
。見
ら
れ
な
い
鳥
も
い
ま
し
た
が
、

私
が
好
き
な
白
鳥
や
チ
ド
リ
が
い
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

行
き
た
い
で
す
。
で
も
、
フ
ク
ロ
ウ

や
タ
カ
が
見
ら
れ
な
く
て
少
し
残
念

で
し
た
。

板
橋
小
５
年　

篠し
の

塚つ
か　

麻ま

菜な

　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
鳥
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
初
め
て

見
る
鳥
も
い
ま
し
た
。
特
に
き
れ
い

だ
っ
た
の
は
、「
ウ
ソ
」
で
す
。
首
の

あ
た
り
が
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
白
鳥
が
一
番
き
れ
い

で
し
た
。
一
羽
だ
け
子
ど
も
の
白
鳥

も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

鳥
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
井
田
小
６
年　

茂も

木ぎ　

貴た
か

宏ひ
ろ

　

今
日
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

し
ら
な
か
っ
た
鳥
も
、
知
っ
て
い
た

鳥
も
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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つくばみらい市ボランティア連絡協議会発足
23グループ500人の会員でスタート！

たこたこ、あがれ～！！

成
人
お
め
で
と
う
！
４
４
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

～ つくばみらいのわだい ～

　

1
月
7
日
、
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
に
お
い
て
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市

成
人
式
典
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
今
年
め
で
た
く
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
61
年
４
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
４
４
１
人
（
男
２
１
１

人
、
女
２
３
０
人
）。う
ち
３
７
９
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
各
中
学
校
単
位
で
選
出
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委
員
（
委
員
長
＝
石い
し

川か
わ

達た
つ

也や

さ
ん
）
に
よ
っ
て
進
行
さ
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
中な
か

村む
ら

綾あ
や

香か

さ
ん
が
「
誓
い

の
こ
と
ば
」
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　平成18年３月の伊奈町・谷和原村の合併に伴い、両町村のボランティ

ア連絡協議会もひとつになる必要がありました。市内23のグループの

代表者により設立準備委員会が結成され、平成18年９月から４回の委

員会を開催、新しい協議会設立のための協議を重ね、平成18年12月７日、

「つくばみらい市ボランティア連絡協議会」が設立しました。

　設立総会で制定された会則にあるように、この協議会は、地域で活動

するボランティアグループがお互いに連携し、心のふれあうまちづくり

を目指し、充実したボランティア活動の推進を図ることを目的としてい

ます。

●平成18年度　つくばみらい市ボランティア連絡協議会役員
役　職 氏　名 グループ名 役　職 氏　名 グループ名

会　長 野
の

口
ぐち

　昭
しょうご

吾 第三の人生を考える会 理　事 中
なか

山
やま

愛
あい

一
いち

郎
ろう

グループきらく

副会長 占
うら

部
べ

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

つくばみらい市清流会 理　事 古
ふる

舘
だて

千
ち

恵
え

子
こ

さくら会

副会長 中
なか

村
むら

久
く

美
み

子
こ

たんぽぽ 理　事 田
た

中
なか

　キン シャボン玉

会　計 福
ふく

田
だ

　美
よし

子
こ

あおぞら 理　事 名
な

久
く

井
い

晴
はる

美
み

手話サークル　すずらん

会　計 杉
すぎ

尾
お

　泰
たい

子
こ

食楽 理　事 中
なか

谷
たに

　裕
やす

昶
てる

シルバーリハビリ体操、指導士の会

書　記 和
わ

田
だ

百
ゆ

合
り

子
こ

アイアイグループ 理　事 酒
さか

井
い

　純
じゅんこ

子 てまり会

書　記 石
いし

川
かわ

　洋
よう

子
こ

ボランティアけやき 理　事 谷
たに

藤
ふじ

　昭
あき

代
よ

ぬくもり

監　査 関
せき

　　和
かず

子
こ

給食宅配ボランティア 理　事 小
こやなぎ

柳いすず ハートフル伊奈

監　査 福
ふく

田
だ

かつい 喜和味 理　事 豊
とよ

島
しま

美
み

智
ち

子
こ

めぐみ会

理　事 関
せき

　　染
そめ

代
よ

あしたばの会 理　事 大
おお

内
うち

　則
のり

雄
お

読み聞かせ　虹の会

理　事 今
いま

野
の

久
く

美
み

子
こ

あじわい 理　事 古
ふる

谷
や

　演
ひろ

子
こ

朗読グループ　かたくり

理　事 小
お

畑
ばた

　惠
よし

裕
やす

移送サービスグループ

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

つくばみらい市ボランティア連絡協議会発足
23グループ500人の会員でスタート！

仲
間
と

恩
師
と

　

式
典
後
に
は
、
各
中
学
校
ご
と

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
写
真
や
、
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映

し
出
さ
れ
る
た
び
に
観
客
席
か
ら

は
歓
声
が
上
が
り
、
当
時
の
思
い

出
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
！
４
４
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　１月28日、総合運動公園多目的広場において、「新春たこあげ大会」が行われ、

子どもから大人まで約450人が参加しました。市外からの参加者も多く見られ、

12月に行われた「たこづくり教室」でつくったたこをはじめ、いろいろ工夫

を凝らした手作りたこが集まりました。

　当日は晴天となりましたが、あいにく風が非常に弱く、たこあげには向かな

い天気となってしまいました。それでも参加者は、時折吹いてくる風に合わせ

て、一生懸命にたこをあげていました。

　また、会場ではけんちん汁やおもちが無料で振舞われ、参加者の疲れた体を

癒しました。

　後半、「日本の凧
たこ

の会」のみ

なさんによるデモンストレー

ションでは、巨大なたこやい

くつもつながった「連だこ」

などがあげられ、参加者の目

を楽しませました。

たこたこ、あがれ～！！

つくばみらい市ボランティア連絡協議会発足
23グループ500人の会員でスタート！

◆問い合わせ先
　つくばみらい市ボランティア連絡協議会事務局
　（市社会福祉協議会谷和原支所
　　　　【ボランティア市民活動センター】）
　　☎ 25 - 2101

　今後、ボランティア連絡協議会は、

①グループ相互の交流および連絡調整

②ボランティア活動を推進するための研修会の開催

③ボランティア活動を推進するための普及啓発と広報

　活動

④社会福祉協議会事業への協力参加

　などの活動を展開していきます。

総会の様子



14広報つくばみらい２月号（No.11）15 平成19年２月15日発行

伝統なる無形民俗文化財のおはやし 小絹八坂神社元旦祭

今
年
も
白
鳥
が
や
っ
て
き
た

各種スポーツ大会結果

～ つくばみらいのわだい ～

■第16回茨城県県南柔道大会（写真左上）
●期日　平成18年12月17日
●結果　小学４年生女子の部　　優　勝　藤

ふじ

岡
おか

野
の

々
の

花
か

　　　　一般女子の部（中３）　準優勝　渡
わた

辺
なべ

あすみ

■第15回つくば新人戦（写真右下）
●期日　１月７日、８日
●結果　第３位　谷井田小ミニバスケットボール少年団

■神栖杯ミニバスケットボール大会（写真左下）
●期日　平成18年12月23日、24日
●結果　準優勝　東小ミニバスケットボール少年団

各種スポーツ大会結果 （敬称略）　小絹の一大行事「八坂神社元旦祭」が今年も厳かな雰
囲気の中で行われ、地元や近隣から大勢の人が初詣に訪
れました。午前０時、煙火が奉納されると、「おめでとう」
の言葉が交わされました。
　参拝者の長い列は、順々に神殿に向かい、家内安全や
合格祈願に親子で手を合わせていました。小絹青年会で
は今年も甘酒を振る舞い、参拝者からは、体のしんまで
温まると大変喜ばれました。社殿では、新宿神楽保存会
のおはやしで天狐や大黒天、獅子舞などの奉納舞が披露
されました。
　午前９時からは式典を行い、宮司の祝詞に続き、参列
者が玉串を捧げて地域の繁栄を祈願し、新しい年の始ま
りとなりました。

小絹八坂神社元旦祭

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

今
年
も
白
鳥
が
や
っ
て
き
た

　

福
岡
堰
に
白
鳥
が
飛
来
し
て
い
ま
す
。
白

鳥
の
群
れ
は
、
お
と
と
し
の
冬
か
ら
福
岡
堰

に
顔
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
冬
も
来
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ど
う
や

ら
白
鳥
た
ち
は
、
越
冬
地
と
し
て
福
岡
堰
を

気
に
入
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

福
岡
堰
に
来
て
い
る
白
鳥
は
、
く
ち
ば
し

の
色
か
ら
「
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
（
小
白
鳥
）」

で
あ
る
と
推
測
で
き
ま
す
。
白
鳥
た
ち
は
、

歩
い
た
り
、
泳
い
だ
り
、
ま
た
は
羽
ば
た
い

て
み
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

白
鳥
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
の
は
冬
の

間
だ
け
で
す
の
で
、
福
岡
堰
を
散
歩
が
て
ら

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　１月７日、西丸山地区において、無病息災、五穀豊穣
を祈願する「西丸山祈

き

祷
とう

囃
ばや

子
し

」が行われました。
　このおはやしは、地区に江戸時代から続く伝統行事で、
昭和52年には、茨城県の無形民俗文化財にも指定され
ています。
　おはやしの一行は、米俵３俵と大小の太鼓を乗せた大
八車に、笛、鼓などが続きます。地区の鎮守の鹿島神社
におはやしを奉納した後、地区内の家々を一軒一軒まわ
りながらおはやしを祈祷しました。
　また、地区内への疫病の侵入を防ぐため、地区の北の
端と南の端に、わらでつくった男と女の人形がくくりつ
けられました。

伝統なる無形民俗文化財のおはやし 消
防
出
初
式

　

1
月
7
日
、総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
お
い
て
、

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
に
降
っ
た
雨
の
影
響
で
、
室
内

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
消
防
職
員
・
団
員

な
ど
は
、
規
律
正
し
く
入
場
行
進
や
服
装
点
検
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
功
労
者
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 消

防
出
初
式
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図書館休館日
　３月 ５日㈪、 12日㈪、
 19日㈪、 21日㈬、
 26日㈪、 30日㈮

おはなし会
　３月24日㈯
　午前11時～
　幼児～小学校低学年

読み聞かせ会（虹の会）
　３月10日㈯
　午後２時～
　小学生まで

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

読
む　

聴
く　

調
べ
る

情
報
図
書
館

平成18年度　第２回講演会

講師：青
あお

木
き

　智
とも

也
や

氏

訛
なま

ってたっていいじゃないか、
スカートの下にジャージをはいてたっていいじゃないか･･･

だっていばらきなんだから･･･

でも、講演を聴いたら、いばらきの見方が変わる！！

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

■講師プロフィール
　1973年、茨城県石下町（現常総市）生まれ。
明治学院大学を卒業し、１年後茨城に帰郷。
　帰郷後は、茨城のNo.1サイトを目指して
ホームページを立ち上げ、現在人気サイト「茨
城王（イバラキング）」の運営にあたる。著
作に、『いばらぎじゃなくていばらき』がある。

　茨城王　http://www.ibaraking.com

●日時：３月18日㈰　午後１時30分～３時
●場所：図書館２階視聴覚室
●対象：どなたでも
●定員：60人（定員を超えた場合は抽選）
●申込期限：３月10日㈯

◆申し込み・問い合わせ先
　市立図書館
　☎ 58 - 3710

ご来場お待ちしています。

◆問い合わせ先
　市下水道課
（小絹水処理センター内）
　☎ 52 - 3939

西楢戸

小張

伊奈庁舎

谷和原庁舎 つくば野
田線

取
手
つ
く
ば
線

野田牛久線

夜間工事箇所

谷田部
　小張線

みらい
平駅古川

常磐自動
車道

つくばエクスプレ

ス

下
水
道
工
事
に
伴
う
夜
間
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
小
張
地
先
の
公
共
下
水
道
工
事
に
伴
い
、
次
の
箇

所
お
よ
び
日
程
で
夜
間
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
迂
回
路
に
つ
い
て

は
、
矢
印
標
識
な
ど
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
標
識
に
従
い
、
迂
回
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

○
場　
　

所
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
小
張
地
先

　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
道
谷
田
部
小
張
線
、
愛
宕
住
宅
地
区
付
近
）

　
　

○
規
制
内
容
＝
夜
間
全
面
通
行
止
め

　
　

○
規
制
日
時
＝
3
月
1
日
㈭
〜
31
日
㈯　

午
後
9
時
〜
午
前
６
時

◆問い合わせ先
・つくばみらい消防署
　☎ 58 - 0111
・つくばみらい消防署谷和原出張所
　☎ 25 - 3119
・つくばみらい消防署東部出張所
　☎ 52 - 1190

春季全国火災予防運動　３月１日㈭～７日㈬
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、それをもって火災の発生
を防止し、高齢者などを中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的としています。

★住宅防火いのちを守る７つのポイント★
～３つの習慣・４つの対策～

△３つの習慣△
○寝たばこは絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

△４つの対策△
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

★消防署の職員が一般住宅を訪問し、住宅用火災警報器や消火器などを販
　売することは絶対にありませんので、消防署の職員を装った悪質な訪問
　販売には、十分注意してください。

消さないで　あなたの心の　注意の火
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■Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の検査を受けましょう
　日本で肝炎ウィルスに持続的に感染している人（キャリア）は、Ｂ型肝炎で約150万人、Ｃ型肝炎で約200万人といわ
れています。“沈黙の臓器”といわれる肝臓は、ひどい状態になるまでほとんど自覚症状がありません。しかし、感染に気
づかずに放置しておくと、肝硬変、さらには肝臓がんに進行する場合があり、特に次の項目にあてはまる人はできるだけ
早いうちに検査を受けることが望ましいのです。市においては、平成19年度に40 ～ 74歳となる方は、健診で検査（血液
検査）を受けられますので、まだ検査を受けたことのない方はこの機会にご利用ください。

★Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎に感染している危険性が高い人★
　○40歳以上の人
　○大きな手術や妊娠・出産時などで大量出血したことがある人
　○輸血・フィブリノゲン製剤や輸入非加熱血液凝固因子製剤の投与を受けたことがある人
　○刺青や不潔な器具を使ってピアスをあけたことがある人
　○薬物などの注射のまわし打ちをしたことがある人
　○医療従事者などで血液に触れる可能性が高い人
　○不特定多数との性交渉を持つ人
　○長期間透析を受けている人

■麻しん・風しん法定外予防接種が終了になります
　麻しん・風しん法定外予防接種が平成19年３月30日㈮で終了になります。まだ、接種がお済みでない方は、この機会
にぜひ予防接種を受けましょう。

対象年齢
①２歳以上５歳以下で平成12年４月１日以前に出生した幼児
　　　または
②小学校に就学している90か月（７歳６か月）未満の児童で、麻しん・風しん予防接種を受けていない児童

接種方法

●麻しん・風しんどちらの予防接種も受けていない。かつ、どちらにも罹患したことがない場合
　　➡　麻しんおよび風しん混合ワクチン
●麻しん・風しんどちらかに罹患したことがある場合
　　➡　罹患していないほうの単抗原ワクチン
●対象年齢①の幼児で、どちらかの予防接種を受けたことがある。かつ、どちらにも罹患したことがない場合
　　➡　予防接種を受けていないほうの単抗原ワクチン
●対象年齢②の児童で、どちらかの予防接種を受けたことがある。かつ、どちらにも罹患したことがない場合
　　➡　麻しんおよび風しん混合ワクチン

接種場所 つくばみらい市予防接種協力医療機関
手続場所 市健康増進課（伊奈保健センター・谷和原保健福祉センター）
有効期限 平成19年３月30日㈮まで（ただし、平成19年３月30日までに対象年齢を超える場合は、その前日までとなります。）

■献血のお知らせ
　皆様のご協力をお願いします。

○期日　３月28日㈬
　　　　〈午前の部〉時間：午前10時～正午
　　　　　　　　　　場所：十和運送株式会社つくば支店
　　　　〈午後の部〉時間：午後１時30分～３時30分
　　　　　　　　　　場所：伊奈保健センター

○献血会場の変更
　２月23日㈮ 午後１時30分～３時30分実施の献血会

場は、「よろずや谷井田店」を予定していましたが、「カ
スミ谷井田店」で行うことになりました。ご迷惑をお
かけしますが、ご協力お願いします。

■井戸水での赤ちゃんの調乳・水分
　補給の際の注意
　井戸水を使用しての調乳で、乳児ボツリヌス症の報告
がありました。１歳未満の乳児の調乳および水分補給に
は次のものを使用してください。

●水道水、または水道法に基づく水質基準に適合することが
　確認されている自家用飲用井戸などの水、またはミルクの
　調整用として推奨される容器包装に充てんし、密栓または
　密封した水のいずれかを、念のため一度沸騰させ50℃程
　度に冷ましたもの

保健だより◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

■平成19年度総合健診のお知らせ
★日程：地区にかかわらず、どちらの会場でも受診が可能です。
健診日 会　場 申　込　期　間 定　　員 健診当日受付時間

４月14日㈯

伊奈保健センター

 ３月26日㈪ ～ 28日㈬

各日200人
　うち、腹部超音波検診：
　　　　　　　　各日110人

胃がん検診のみ受診定員：
各日20人

※定員になり次第締め切らせ
　ていただきます。

混雑を避け、健診がス
ムーズに行われるよ
う、次の時間ごとに予
約制をとっています。

①午前６時30分～ ７時
②午前７時30分～ ８時
③午前８時30分～ ９時
④午前９時30分～10時

５月10日㈭  ４月２日㈪ ～ ４日㈬

５月25日㈮  ５月７日㈪ ～ ９日㈬

６月２日㈯ 谷和原保健福祉センター  ５月14日㈪ ～ 16日㈬

６月10日㈰ 伊奈保健センター  ５月21日㈪ ～ 23日㈬

７月８日㈰ 谷和原保健福祉センター  ６月４日㈪ ～ ６日㈬

７月22日㈰ 伊奈保健センター  ７月２日㈪ ～ ４日㈬

８月20日㈪ 谷和原保健福祉センター  ８月１日㈬ ～ ３日㈮

８月26日㈰ 伊奈保健センター  ８月６日㈪ ～ ８日㈬

★総合健診内容
検　診　項　目 負担額 対象者 検診項目 負担額 対象者

胸 部
レントゲン

結核検診　　※１ 無　料 18歳以上 　腹部超音波検診 700円 40歳以上

肺がん検診　※１ 無　料 40歳以上 　前立腺がん検診 400円 50歳以上の男性

　　基本健康診査　※１ 1,000円

18歳以上

　喀痰細胞診（肺がん検診） 600円 40歳以上

　　大腸がん検診　※１ 300円 　肝炎ウイルス検診 1,000円 ※３

　　胃がん検診　　※２ 800円 　介護予防スクリーニング検診 無　料 65歳以上

※１　基本健康診査・結核検診・肺がん検診・大腸がん検診のみ希望の方は、10月・11月の『基本健診』を受診してください。
※２　平成19年度職場などで基本健康診査・胸部検診を受診予定の方は、胃がん検診のみ単独で受診できます。
※３　肝炎ウイルス検診は、40歳以上74歳以下の方で、今までにＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けたことのない方が対象
　　　となります。

★申込方法：申込受付専用電話または谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
　上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外のお申し込みは受け付けできません。

　お申し込みの際は、「健診当日受付時間」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。

★申込受付時間：午前９時～午後５時

◆申込専用受付電話番号◆

　☎ 2
にっ

5
こり

  -  2
つ

  9
く

  8
ば

3
みらい

※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。

（　　  　     　　　　　）

◆問い合わせ先
　県生活衛生課水道整備グループ食の安全対策室
　☎ 029 - 301 - 3431
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※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

架空請求にご注意ください。覚えのない請求はがきや手紙を受け取ったら消費生活センターにご相談を。

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

お
よ
び
個
別
相
談
会

▼
期
日
＝
3
月
17
日
㈯

▼
内
容
お
よ
び
時
間

①
講
演
会
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
基

　

礎
知
識
と
日
常
生
活
」
＝
午
後
1

　

時
〜
2
時
40
分　

※
予
約
不
要

②
個
別
相
談
会
5
組
（
筑
波
大
学
附

　

属
病
院
脳
神
経
内
科　

玉た
ま

岡お
か　

晃
あ
き
ら

　

教
授
）
＝
午
後
3
時
〜
4
時
50
分

※
要
予
約
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
）

▼
場
所
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ

つ
く
ば
み
ら
い
市
民

囲
碁
大
会

　

市
文
化
協
会
囲
碁
将
棋
部
囲
碁
同

好
会
伊
奈
支
部
お
よ
び
や
わ
ら
囲
碁

ク
ラ
ブ
で
は
、
市
民
囲
碁
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

囲
碁
を
通
し
て
愛
好
者
の
相
互
の

親
睦
交
流
を
深
め
、
ま
た
実
力
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
3
月
4
日
㈰　

午
前
9
時

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
す
こ
や
か
福
祉
館

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
在
勤
の
中

　

学
生
以
上
の
方

▼
参
加
費
＝
千
円

　
　
　

市
文
化
協
会
囲
碁
将
棋
部　

　

佐さ

藤と
う　

☎
57
‐
０
８
２
６

　

藤ふ
じ

井い　

☎
52
‐
２
１
４
７

問 問 問

申
問

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

　

カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス
タ
ン
メ
ロ

デ
ィ
に
の
っ
て
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
3
月
3
日
㈯
〜
10
月
20
日

　

㈯
（
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
（
小
絹

　

９
０
７
‐
１
）

第
12
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
欲
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
４
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
常
陽
銀

　

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

市民窓口課は月曜日ならびに正午～午後１時までの時間帯が混雑します。他の曜日などをおすすめします。

申
問

明
日
の
地
域
づ
く
り

委
員
会
委
員
募
集

▼
活
動
内
容

・
年
7
回
程
度
委
員
会
を
開
催
し
、

　

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

　

提
言
を
ま
と
め
る

・
現
地
研
修
会
（
年
1
回
）

・
い
ば
ら
き
創
り
千
人
委
員
会
の
一

　

員
と
し
て
の
活
動

▼
任
期
＝
平
成
19
年
委
嘱
の
日
か
ら

　

平
成
21
年
3
月
ま
で

▼
募
集
人
員
＝
18
人
（
公
募
分
）

▼
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
方
（
地

　

方
公
共
団
体
の
首
長
、
議
員
、
常

　

勤
の
公
務
員
を
除
く
）

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
伊
奈
庁

申
問

申
問

男
女
共
同
参
画
週
間
の

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

▼
募
集
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー 

　

マ
に
し
た
標
語

▼
応
募
資
格
＝
ど
な
た
で
も
応
募
で

　

き
ま
す
。

▼
応
募
期
間
＝
2
月
23
日
㈮
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

電
子
メ
ー
ル
（
住
所
、
氏
名
、
年

　

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
）

　
　
　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総

　

務
課
「
標
語
募
集
係
」

☎
03
‐
３
５
８
１
‐
２
０
２
２

℻
　

03
‐
３
５
８
１
‐
9
５
６
６

〒
１
０
０
‐
８
９
１
４

　

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６

　

‐
１

http://w
w
w
.gender.go.jp

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

第
3
回
川か
わ
ぐ
ち
き
ょ
う
こ

口
京
子
童
謡
コ
ン
サ
ー

ト
を
、
7
月
21
日
㈯
に
き
ら
く
や
ま

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

月
１
回
く
ら
い
の
打
ち
合
わ
せ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
第
1
回
ス
タ
ッ
フ
会
議

▼
日
時
＝
3
月
3
日
㈯　

午
後
１
時
〜

▼
場
所
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

  

河か
わ

辺べ

正ま
さ

恵え　

☎
58
‐
７
６
０
８

市
行
財
政
改
革
大
綱

意
見
募
集

　

市
で
は
、
行
政
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
積
極
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的

な
指
針
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
お
よ

び
そ
の
大
綱
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
、集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
の「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
素
案
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
素
案
に
対
す
る
市
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
「
行
財
政
改
革
大

綱
」
及
び
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に

反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
意
見
募
集
期
間
＝
３
月
２
日
㈮
〜

　

３
月
16
日
㈮

▼
素
案
の
公
表
＝
公
表
案
は
次
の
場

　

所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
伊
奈
庁
舎
２
階
企
画
政
策
課

・
谷
和
原
庁
舎
１
階
市
民
窓
口
課

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
提
出
方
法
＝
書
類
を
郵
送
、

　

素
案
の
公
表
し
て
い
る
場
所
に
直

　

接
持
参
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
書
類
は
、
閲

　

覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
住
所
が
あ

　

る
方 

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
事
務
所
ま

　

た
は
事
業
所
が
あ
る
方
お
よ
び
法

　

人
や
団
体 

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
事
務
所
ま

　

た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
学
校
に
在

　

学
し
て
い
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
対
し
納
税
義

　

務
が
あ
る
方
お
よ
び
法
人
や
団
体

　

  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
２
）

〒
３
０
０
‐
２
３
９
５

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５

kikaku01@
city.tsukubam

irai.lg.jp

問

　

舎
秘
書
広
聴
課
に
あ
り
ま
す
。）　

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
＝
2
月
28
日
㈬

　
　
　

県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民

　

生
活
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
０
２
６

℻
　

０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
０
５
０

〒
３
０
０
‐
０
０
５
１

　

土
浦
市
真
鍋
５
‐
17
‐
26

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

▼
活
動
内
容
＝
県
政
に
つ
い
て
自
由

　

な
意
見
や
提
案
を
提
出
、
施
設
見

　

学
会
へ
の
参
加
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

査
へ
の
協
力
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

　

の
出
席

▼
任
期
＝
平
成
19
年
委
嘱
の
日
か
ら

　

平
成
21
年
3
月
末
ま
で

▼
募
集
人
員
＝
50
人

▼
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
20
歳
以

　

上
の
方
で
公
務
員
、
地
方
公
共
団

　

体
の
議
会
の
議
員
で
な
い
方

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
市
伊
奈

　

庁
舎
秘
書
広
聴
課
に
あ
り
ま
す
。）

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
＝
2
月
28
日
㈬

　
　
　

県
広
報
広
聴
課
県
政
モ
ニ　

　

タ
ー
担
当

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
２
３

℻
　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
６
８

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

koho2@
pref.ibaraki.lg.jp

問

▼
主
催
＝
谷
和
原
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

　

ク
ラ
ブ

▼
参
加
費
＝
月
５
０
０
円

　

  

荒あ
ら

井い　

☎
52
‐
４
１
２
４

　

  

野の

口ぐ
ち　

☎
48
‐
１
１
５
６

※
電
話
は
午
後
5
時
〜
8
時
の
み

確
か
な
家
づ
く
り
＆

土
地
情
報
博
覧
会

　
「
家か

楽ら

暮く

ね
っ
と
」
で
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、

ホ
ッ
ト
な
家
づ
く
り
情
報
を
中
立
的

な
立
場
で
提
供
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
渡わ
た

辺な
べ

篤あ
つ

史し

さ
ん
（
下
妻

市
出
身
）も
特
別
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
3
月
18
日
㈰　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
4
時
30
分

▼
会
場
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
多
目

　

的
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市
竹
園
２
‐

　

20
‐
３
）

▼
定
員
＝
な
し（
講
演
は
１
６
０
人
）

▼
入
場
料
＝
無
料
（
入
退
場
自
由
、

　

要
予
約
）

▼
内
容

○
講
演
＝
「
い
い
家
づ
く
り
探
訪
」

　

渡わ
た

辺な
べ

篤あ
つ

志し

氏
（
タ
レ
ン
ト
）、「
欠

　

陥
・
手
抜
き
住
宅
の
注
意
点
」
武た
け

　

田だ　

学
ま
な
ぶ
氏
（
一
級
建
築
士
）、「
子

　

育
て
と
住
ま
い
」奥お
く

村む
ら

京き
ょ

子う
こ

氏（
一

　

級
建
築
士
）

○
展
示
会
場
＝
官
か
ら
民
間
ま
で
約

　

く
ば
市
竹
園
２
‐
20
‐
３
）

▼
対
象
＝
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾

　

患
患
者
家
族
お
よ
び
保
健
医
療
福

　

祉
関
係
者

▼
申
込
締
切
日
＝
3
月
15
日
㈭　

午

　

後
5
時
ま
で
（
個
別
相
談
の
み
）

　
　
　

茨
城
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

　

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
５
３
‐
３
６
１
０

　

6
社
の
土
地
情
報
、
大
手
ハ
ウ
ス

　

メ
ー
カ
ー
か
ら
ま
ち
の
工
務
店
ま

　

で
約
11
社
の
建
築
情
報　

ほ
か

▼
申
込
方
法
＝
Ｅ
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

は
が
き
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
参
加
人
数
を
記
入
）

　
　
　

家
楽
暮
ね
っ
と
事
務
局

☎
０
１
２
０
‐
６
４
６
‐
０
７
７

℻
　

03
‐
６
２
１
４
‐
５
７
８
６

〒
１
０
３
‐
０
０
２
７

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
１
‐
５
‐

　

３
‐
９
階

soudan@
karakunet.jp

申
問

早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
し
て
ま
す
か

▼
内
容

・
講
演
「
家
庭
を
よ
く
す
る
」
田た

形が
た

　

健け
ん

一い
ち

氏
（
㈳
倫
理
研
究
所
常
任
理

　

事
）

・
講
話　

染そ
め

谷や

保や
す

夫お

氏
（
常
総
市
教

　

育
長
）

▼
日
時
＝
3
月
4
日
㈰　

午
後
1
時

　

30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
＝
常
総
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
主
催
＝
家
庭
倫
理
の
会
常
総

▼
後
援
＝
文
部
科
学
省
、
県
教
育
委

　

員
会
、
常
総
市
・
取
手
市
・
守
谷

　

市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
・
坂
東
市

　

各
教
育
委
員
会

　

  

中な
か

村む
ら　

実み
の
る　

☎
52
‐
３
０
８
５
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県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ご
利
用
の
お
客
様
へ

　

土
浦
駅
西
口
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
の
駐
車

場
「
ウ
ラ
ラ
パ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
2
月
20
日
㈫
か
ら
、
当
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際
も
有

料
と
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
電
車
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

  　

県
生
活
環
境
部
国
際
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
５
３

  　

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
４
５
５
５

交
通
遺
児
育
成
基
金
の

お
知
ら
せ

　

交
通
遺
児
（
満
13
歳
未
満
）
が
、

損
害
賠
償
金
な
ど
の
中
か
ら
拠
出
金

問

問

問

市
町
村
窓
口
に
お
け
る

県
税
収
納
の
廃
止

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
市
町

村
窓
口
で
県
税
の
納
付
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

最
寄
り
の
銀
行
、
信
用
組
合
、
農

業
協
同
組
合
な
ど
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
税
の
納
付
場
所
の
確
保

を
図
る
た
め
、
自
動
車
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
5
月
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
通
知
書
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
税
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
取
り
扱
い
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
納
税
通
知
書
の

裏
面
に
記
載
し
ま
す
の
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

  

県
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
４
２
９

　

  

土
浦
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
３

問問

問 問

問

１
１
９
番
受
信
場
所
の

変
更
に
つ
い
て

　

伊
奈
地
域
に
お
け
る
１
１
９
番
通

報
は
、
現
在
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

（
旧
伊
奈
町
消
防
本
部
）
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
の
一
元
化
に
伴
う
１
１
９
番
回
線

の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
、
常
総
広
域

消
防
本
部
指
令
課
（
常
総
市
水
海
道

山
田
町
８
０
８
）
に
一
本
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
現
場
到

着
時
間
が
遅
れ
る
な
ど
の
消
防
力

の
低
下
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
切
替
日
＝
3
月
7
日
㈬
（
予
定
）

　

  

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
警
防
係

☎
58
‐
０
１
１
１

問問

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
若
年
者
や
再
就
職
が
困

難
な
中
高
年
の
方
々
な
ど
に
対
し
、

き
め
細
か
な
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
「
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
（
す
べ
て
無
料
）

　

 

職
業
紹
介
、
就
職
相
談
、
内
職
相

談
、
職
業
適
職
診
断
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▼
相
談
時
間
＝
平
日
の
午
前
9
時
〜

　

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
開
設
場
所
＝
土
浦
合
同
庁
舎
３
階

  　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

県
南
地
区
セ
ン
タ
ー（
就
職
相
談
・

　

職
業
紹
介
・
内
職
相
談
）

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
３
４
１
０

  　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
な
ん
（
若

　

者
の
仕
事
探
し
）

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
２
８
２
２

市税の納付は便利で確実な「口座振替」がおすすめです　～詳しくは税務課または指定金融機関へ～

ご
利
用
く
だ
さ
い

問

住
宅
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

県
で
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
全
般

に
習
熟
し
た
建
築
士
を
養
成
し
、「
住

宅
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
登
録
名
簿
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
住
ま
い
の
耐
震
改
修
や

防
犯
対
策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
地
相
談
（
調
査
）
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、
㈳
茨
城
県
建
築

士
事
務
所
協
会
に
お
い
て
、
ご
近
所

の
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
事
業
（
有
料
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

問

申
問

筑
波
山
観
梅
ウ
ォ
ー
ク

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
3
月
3
日
㈯　

午
前
9
時

　

30
分
〜
午
後
3
時
30
分
ご
ろ

▼
集
合
場
所
＝
つ
く
ば
市
筑
波
庁
舎

▼
コ
ー
ス
＝
筑
波
山
ろ
く
の
歴
史
と

　

文
化
の
町
並
み
を
歩
き
、
千
本
の

　

紅
梅
・
白
梅
が
咲
き
誇
る
筑
波
山

　

梅
林
を
歩
く
14
㎞
コ
ー
ス

▼
対
象
者
＝
50
歳
以
上
80
歳
未
満

▼
定
員
＝
１
０
０
人
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円（
当
日
回
収
）

▼
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き（
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
、

　

1
枚
の
は
が
き
で
3
人
ま
で
）

　
　
　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ

　

百
人
委
員
会　

山や
ま

元も
と

☎
０
２
９
‐
８
７
４
‐
７
１
９
５

〒
３
０
０
‐
１
２
３
７

　

牛
久
市
田
宮
２
‐
24
‐
20

申
問

乾
燥
汚
泥
肥
料
の
配
布

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
汚
泥

を
、
約
８
０
０
度
の
熱
風
で
乾
燥
さ

せ
た
顆か
り
ゅ
う粒
状
の
乾
燥
汚
泥
肥
料
を
、

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
や
花
壇
な
ど
の
肥
料
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
量
＝
１
袋
約
10
㎏
入
り

▼
成
分

・
窒　

素
＝
約
4.5
％

・
リ
ン
酸
＝
約
6.2
％

・
加　

里
＝
約
0.5
％
未
満

▼
限
度
数
＝
１
世
帯
５
袋
ま
で

▼
対
象
者
＝
原
則
市
内
在
住
の
方
で
、

　

小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に

　

来
ら
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
で
、
在
庫
が
な
く

　

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
予
約
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

市
下
水
道
課
（
小
絹
水
処
理

　

セ
ン
タ
ー
）

☎
52
‐
３
９
３
９

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

  

県
土
木
部
都
市
局
住
宅
課
民
間

　

住
宅
・
住
宅
指
導
担
当

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
７
５
９

　

  

㈳
茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
７
７
７
１

問

を
払
い
込
ん
で
加
入
す
る
と
、
こ
の

資
金
に
国
・
民
間
か
ら
の
援
助
金
を

加
え
て
安
全
・
確
実
な
運
用
を
し
、

交
通
遺
児
が
満
19
歳
に
達
す
る
ま

で
、
３
か
月
ご
と
に
ま
と
め
て
育
成

給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

▼
拠
出
金
（
加
入
時
）
＝
７
０
０
万

　

円
〜
４
３
０
万
円（
年
齢
に
よ
る
）

▼
育
成
給
付
金
（
月
額
）
＝
3
万
2

　

千
円
〜
7
万
円
（
年
齢
に
よ
る
）

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

㈶
交
通
遺
児
育
成
基
金

☎
０
１
２
０
‐
16
‐
３
６
１
１

茨
城
子
ど
も
救
急
電
話

相
談

　

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配
な

と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日　

午
後
6

　

時
30
分
〜
10
時
30
分

●
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
か
ら

☎
＃
８
０
０
０

●
携
帯
電
話
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固

　

定
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
公
衆
電
話

　

か
ら

☎
０
２
９
‐
２
５
４
‐
９
９
０
０

問

き
ら
く
や
ま
芸
能

ス
ペ
シ
ャ
ル

　

市
文
化
協
会
で
は
、
所
属
団
体
の

先
生
方
に
よ
る
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
先
生
方
の
高
度
な
技
術
に
よ
る

発
表
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
〜

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
の
館

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
発
表
団
体

○
午
前
の
部
（
午
前
10
時
〜
）

　

お
こ
と
サ
ー
ク
ル
、
伊
奈
カ
ラ
オ

　

ケ
ク
ラ
ブ
、
伊
奈
ひ
ば
り
会
、
太

　

極
拳
ク
ラ
ブ
、
伊
奈
ギ
タ
ー
ア
ン

　

サ
ン
ブ
ル
、
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル

　

ア
ン
ダ
ン
テ

○
午
後
の
部
（
午
後
1
時
〜
）

　

菊
城
流
三
雅
会
、筑
間
流
筑
間
会
、

　

東
流
東
会
、
東
流
花
駒
舞
会
、
千

　

歳
流
千
紫
会
、
結
城
流
若
澄
会
、

　

東
流
京
駒
会
、
梅
照
流
寿
緒
会
、

　

雅
流
賀
博
会

　

  

市
文
化
協
会
事
務
局
（
谷
和
原

　

庁
舎
生
涯
学
習
課
内
）

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
１
２
）

　

  

き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

☎
57
‐
１
７
７
０

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　

3
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
3
月
1
日
㈭
〜
6
日
㈫

※
3
月
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
改

　

選
が
あ
る
た
め
、
申
請
受
付
期
間

　

が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

問 利
根
川
水
系
に
お
け
る

河
川
整
備
計
画

　

国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水
系

の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間
に
つ
い

て
、
関
係
住
民
の
ご
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
た
「
河
川
整
備
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

  

関
東
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川

　

計
画
課

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
１
３
３
５

http://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp/
tonegaw

a-plan/

は
つ
ら
つ
一
座

第
１
回
公
演
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
３
月
31
日
㈯

○
昼
公
演
（
午
後
1
時
〜
）

※
昼
公
演
の
み
、
ふ
じ
太
鼓
連
中
に

　

よ
る
和
太
鼓
演
奏
あ
り

○
夜
公
演
（
午
後
4
時
〜
）

▼
内
容
＝
裏
店
も
の
が
た
り

▼
場
所
＝
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

5
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
ウ
ラ
ラ
ビ

　

ル
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
定
員
＝
昼
夜
各
公
演
と
も
５
０
０

　

人
（
先
着
順
）

　

  

は
つ
ら
つ
一
座
座
長

　

佐さ

藤と
う

洋よ
う

子こ

☎
０
２
９
‐
８
４
７
‐
６
９
５
８
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水道漏水修理当番（３月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 木 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579

２ 金 中村建設㈱ 58 - 1717 谷原建設㈱ 52 - 2298
３ 土 ㈱山田組 58 - 2351 谷口設備工業 52 - 2619
４ 日 ㈱秋田興業 58 - 7241 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 月 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
10 土 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
12 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
13 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
14 水 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
15 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
16 金 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
17 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈱豊島産業 52 - 3335
18 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
19 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
20 火 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲片見設備工業 52 - 5804
21 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579
22 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298
23 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
24 土 ㈱秋田興業 58 - 7241 常磐興業㈱ 52 - 2203
25 日 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
26 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
27 火 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
28 水 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
29 木 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲川口商事 52 - 3286
30 金 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804
31 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常陸管工 52 - 5579

ごみカレンダー（３月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

14日㈬ 15日㈭ １日㈭ ８日㈭ 21日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 21日㈬ 19日㈪ ５日㈪ 12日㈪ 14日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

７日㈬ 16日㈮ ２日㈮ ９日㈮ 28日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 28日㈬ 20日㈫ ６日㈫ 13日㈫ ７日㈬ －

小 絹

毎週月曜日 毎週火・金曜日

14日㈬
毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
１日㈭
８日㈭
15日㈭
22日㈭

１日㈭

15日㈭

８日㈭

22日㈭

毎週木曜日
※ただし第５
週を除く
１日㈭
８日㈭
15日㈭
22日㈭

－

※絹の台 28日㈬

谷 原 28日㈬ －

十 和 28日㈬ 28日㈬

福 岡 ７日㈬ 28日㈬

３月の納税など
保 育 料　　　３ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　３ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　３ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農集排（伊　奈）　　　３ 月 分
農集排（谷和原）　　　２・３月分
コミプラ（伊　奈）　　　３ 月 分
住 宅 使 用 料　　　３ 月 分
地　代（伊　奈）　　　３ 月 分

☆納期限は４月２日㈪です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　 ３月６日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター
           13日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
           15日㈭　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           20日㈫　法律相談（司）…保健福祉センター
           27日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　法律相談（司）
　　司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　３月２日㈮、９日㈮、16日㈮、
　　　　　　　　23日㈮、30日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　３月13日㈫、27日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　３月12日㈪、26日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

３月４日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223
11日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
18日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
21日㈬ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
25日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

☆茨城県救急医療情報システム
　☎ 029‐241 ‐4199（24時間対応）http://www.qq.pref.ibaraki.jp/

くみとり（３月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 木 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波
２ 金 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波
３ 土 － －
４ 日 －
５ 月 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
６ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
７ 水 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田
８ 木 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡
９ 金 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
10 土 － －
11 日 － －
12 月 狸穴、伊奈東 －
13 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
14 水 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
15 木 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
16 金 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
17 土 － －
18 日 － －
19 月 板橋、上街道 長渡呂、長渡呂新田、青木
20 火 板橋、上街道 青古新田、豊体
21 水 － －
22 木 板橋 －
23 金 板橋 －
24 土 － －
25 日 － －
26 月 南太田 －
27 火 南太田 －
28 水 南太田 －
29 木 南太田 －
30 金 南太田 －
31 土 － －

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。



26広報つくばみらい２月号（No.11）27 平成19年２月15日発行

担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ
。

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
ネ
タ
や
、
珍
し

い
ネ
タ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
（
☎
58

‐
２
１
１
１
内
線
１
２
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
3
月
号
が
2  

　

月
22
日
㈭
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
の
広

報
紙
は
、
ペ
ー
ジ
数
が
だ
い
ぶ

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

多
す
ぎ
て
読
む
の
に
ち
ょ
っ
と

抵
抗
が
あ
る
方
も
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
予
算
の
こ

と
も
あ
り
、
来
年
度
は
ペ
ー
ジ

数
を
ち
ょ
っ
と
減
ら
そ
う
か

な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
掲
載

す
る
記
事
も
厳
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
載
ら
な
か
っ
た
記

事
は
ご
め
ん
な
さ
い
。

（
「
特
別
展
・
江
戸
城
」、
な

か
な
か
で
し
た　

城
好
き
Ｔ
）

Topics

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

つくばみらい市統計
１月分
　3件
　0件
0件
3件

　１月分
18件
73件

　28件
119件

19年分
3件
　0件
0件
3件

　19年分
18件
73件

　28件
119件

41,655
20,796
20,859
13,712

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人
世帯

（平成19年２月１日現在）

35）
29）
6）
35）

（＋
（＋
（＋
（＋

※前月比

市
長
１
月
の
動
静
（
１
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

　
　

4
日
㈭
＝
人
事
発
令
、
庁
議
、
御
用
始
め

　
　

5
日
㈮
＝
葬
儀
（
議
会
関
係
）

　
　

６
日
㈯
＝
丹
羽
雄
哉
新
春
の
集
い
・
自
由
民
主
党
総
務
会
長
就
任
祝

　
　
　
　
　
　

賀
会

　
　

7
日
㈰
＝
消
防
出
初
式
、
成
人
式
、
伊
奈
教
師
の
会

　
　

8
日
㈪
＝
葬
儀
（
児
童
委
員
関
係
）

　
　

9
日
㈫
＝
千
鳥
会

　
　

10
日
㈬
＝
う
ま
い
米
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

11
日
㈭
＝
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
明
日
の
茨
城
づ
く
り
を
め
ざ

　
　
　
　
　
　

す
新
春
の
集
い

　
　

12
日
㈮
＝
葬
儀
（
農
業
委
員
関
係
）、
商
工
会
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　

13
日
㈯
＝
丹
羽
総
務
会
長
へ
道
路
整
備
要
望

　
　

15
日
㈪
＝
葬
儀
（
区
長
関
係
）

　
　

16
日
㈫
＝
常
総
青
年
会
議
所
来
訪

　
　

17
日
㈬
＝
県
土
地
改
良
連
合
会
来
訪
、
み
つ
ば
部
会
新
年
会

　
　

18
日
㈭
＝
霞
ヶ
浦
用
水
正
副
会
長
会
議
、
商
工
会
長
来
訪

　
　

21
日
㈰
＝
三
師
会
合
同
新
年
会

　
　

22
日
㈪
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会

　
　

23
日
㈫
＝
常
総
広
域
議
会
、火
葬
場
組
合
正
副
管
理
者
会
、葬
儀
（
農

　
　
　
　
　
　

業
委
員
関
係
）

　
　

24
日
㈬
＝
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
準
備
委
員
会
全

　
　
　
　
　
　

市
町
村
長
会
議
、
市
長
会

　
　

25
日
㈭
＝
常
総
広
域
議
会
、
取
手
下
水
道
組
合
視
察
研
修

　
　

26
日
㈮
＝
保
護
司
会
（
〜
27
日
㈯
）

　
　

28
日
㈰
＝
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
、
県
聴
覚
障
害
者
大
会

　
　

29
日
㈪
＝
常
総
警
察
署
通
常
点
検

　
　

30
日
㈫
＝
辞
令
交
付
、
時
事
通
信
社
来
訪

　
　

31
日
㈬
＝
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一部
　を午後７時まで延長しています。 
　（25ページ参照）

広報からのお知らせ
　「広報つくばみらい」の
バックナンバー（平成18年４月
号～平成19年１月号）は、伊奈
庁舎秘書広聴課などにおいてあり
ます。ご希望の方には差し上げま
すので、取りにきてください。

掲示板に書き込みを
　市のホームページに、「市

民交流掲示板」を設置しています。
意見・情報の交換にどうぞご利用
ください。利用の際は、ルールを
必ず守ってください。

ホームページリニューアル
　市のホームページが全面リ
ニューアルしました。追加された
情報も多くありますので、ぜひご
覧ください。
http://www.city.

tsukubamirai.lg.jp

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

３月保健カレンダー
１ 木

移動健康相談　午前９時30分～
　場所：谷和原公民館谷原分館
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

２ 金

２歳児歯科健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成16年11・12月、
　　　　平成17年１月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

３ 土
４ 日 健康増進室利用講習会　午後６時～
５ 月
６ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

７ 水

離乳食教室（予約制）　前半：午前10時～
　　　　　　　　　　　後半：午前11時
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

８ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
９ 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
10 土
11 日
12 月
13 火

14 水 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

15 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

16 金

３～４か月児健診　午後１時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年11・12月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

17 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
18 日

19 月

育児相談（予約制）　午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター
ひよこ広場　午前10時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：生後１～ 12か月の乳児と保育者

20 火
21 水

22 木 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

23 金

３～４か月児健診　午後１時～
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年11・12月出生児
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

24 土
25 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
26 月

27 火

健康相談（予約制）　午前９時～
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

28 水

29 木
30 金
31 土

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分（２月19日㈪～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも15人（予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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結城家に伝わる数々の史料を展示
　　　　　　～  結城三百石記念館  ～  

　結城家は鎌倉時代初期の朝光公を始祖とする名族であ

り、江戸時代初期に当地に帰農して以来「結城三百石」

と称され、地方開発の中心的役割を担ってきました。市

では、郷土の発展を願って当家から寄付された屋敷を保

存活用し、建物と周辺環境を整備して、市民利用施設と

して広く公開しています。

　敷地内には母屋・長屋門・蔵などが建てられています。

堂々とした屋敷構えは、江戸時代の豪農名主、明治初期

の戸長宅としての風格を示しています。敷地全体は自然

観察路として整備され、四季折々の草花、野鳥、虫など

を見ることができます。館内では、当時の生活をうかが

い知ることができるように、生活具をもとの場所にその

まま展示してあります。また史料収蔵庫には江戸時代初

期からの文書類が5,000点以上保管されており、その一

部が展示公開されています。 

　アクセス 

伊奈庁舎から
車で５分

谷和原庁舎から
車で15分

▼先人の生活文化を語る
　貴重な調度品。

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

結城三百石
記念館

市役所
　　伊奈庁舎

谷井田郵便局

伊奈高等学校

図書館

至 取手市方面

つ
く
ば
み
ら
い

消
防
署

至 谷和原方面

コンビニエンス
ストア

至 守谷市方面

－結城三百石記念館－
●開館時間　午前９時～午後４時30分
●休 館 日　毎週月曜日（月曜日が休日
　　　　　　の場合、その翌日）、
　　　　　　12月28日～１月４日
●入 館 料　無料

※体験学習にご利用ください。
　（句会、茶会、古文書解読会など）

◆問い合わせ
　☎ 58 - 8822（FAX兼用）

◀自然観察路。
　梅や竹など、生活に結
　びついた樹木が多く見
　られます。

▲母屋。座敷に上がる
　こともできます。


